









































CDC42 はC. elegans のホモログでもその配列は高く保
存されている. CRISPR/Cas9 法を用いて，ヒト変異と同
一部位に変異を有する cd-42 変異体を作成した. cd-42 
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マウスを以下 2群に分けた.①コントロール群 (N=5 : 
挿管のみ).② LTA 群 (N=5) 喉頭周囲穿刺を LTA の
塗布したペンシルポイント針にて 3 回穿刺を行った.手
術操作後，吸入麻酔薬を中止し，自発呼吸再開後抜管し




た.肉芽は. POD4 で 10% 出現していた. LTA では，
炎症が強く起こっていた.今回はマウスでの結果だが，
人でも同じように起こりうると予想される.手術の際に
は，十分な検討が必要であると考えられる.
